
ＬＮＧ調達および石狩湾新港発電所の概要 

 

１．ＬＮＧ調達の概要 

売主 関西電力株式会社 マレーシアＬＮＧ社 

主な供給元 関西電力が調達する複数のＬＮＧ 

マレーシア産ＬＮＧ 

（マレーシアＬＮＧ社  

サラワク州 ビンツルＬＮＧ基地） 

契約期間 ２０１８年４月１日から１０年間 ２０１８年４月１日から１０年間 

契約数量 最大３隻／年（約２０万トン）※１ 最大２隻／年（約１３万トン）※１ 

受渡条件 本船着桟渡し（ＤＥＳ）※２ 本船着桟渡し（ＤＥＳ）※２ 

※１ １隻あたり６～７万トン程度を輸送する見込み 

※２ 売主がＬＮＧ船を手配し、買主の受入基地まで輸送する受渡条件 

 

２．石狩湾新港発電所の概要 

所在地 北海道小樽市銭函５丁目  

発電方式 コンバインドサイクル発電方式 

発電出力 合計１７０．８２万ｋＷ（１～３号機 各５６．９４万ｋＷ） 

発電効率（発電端） 約６２％（低位発熱量基準） 

燃料の種類 天然ガス 

燃料供給方法 北海道ガス㈱が運営する石狩ＬＮＧ基地からガス導管を通じて供給 

着工 １号機 ２０１５年８月 

２号機 ２０２３年３月（予定） 

３号機 ２０２７年３月（予定） 

営業運転開始（予定） １号機 ２０１９年２月 

２号機 ２０２６年１２月 

３号機 ２０３０年１２月 

 

＜発電所建設工事の状況（２０１８年６月１５日撮影）＞ 

 

 
 

【参考】石狩ＬＮＧ基地における増設計画 

http://www.hepco.co.jp/energy/fire_power/ishikari_ps/const_tank_adding.html 

 

http://www.hepco.co.jp/energy/fire_power/ishikari_ps/const_tank_adding.html

